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1.情報化 -わが国の大学図書館が直面する課題一

大学図書館は現在多くの課題に直面していると考えられる.平成1 3年度大学図書館職員長期

研修受講者3 3名に対し,所属する図書館が直面している課題を箇条書きに列挙していただいた

ところ,総数で2 0 5個の課題が記述されたoこれを分類してみると,電子ジヤ-ナルの導入.

運用に関連するものが2 8個と-番多く,電子図書館を含めた資料電子化に関連するものが2 5

イ臥情報ネットワ-クや業務用情報システムを含めた情報環境に関するものが2 4個であったo

これら情報化に関するものは合計7 7個となり,全体の約3 8%を占めた.以下,予算.経費に

関するもの24胤施設.設備に関するもの22胤図書館サ-ビスに関するもの2 1胤利用

者教育に関するもの1 4個と続くが,現在いかに大学図書館が情報化への対応を強く求められて
ノ

いるかを感じることができるo

わが国では,学術審議会建議r大学図書館の電子図書館的機能の充実.強11b8こついてJ坪成8

年7月2 9削を契機として,文部省により6大学に先導的電子図書館プロジェクトが開始され

た.てれらの電子図書館プロジェクトでは,図書館資料の電子化とその情報発信を機軸としてい

たが, -方では科学,工学,医学領域を中心に,海外の多数の学術雑誌が電子化され-米国では

その利用件数が爆発的に増加していた.この急激な変化に対応するために,泊本学術会情報学研

究連絡委員会学術文献情報専門委員会は喝子的学術定期出版物の収集体制の確立に関する緊急

の提言Jく平成12年6月26削http IIlm.scj.go.jp瓜ennkyuusya-samnn-rI17htmノ17-44.htmiJ
l

を発表するに至った.大学図書館職員長期研修受講者が指摘した多くの課題は,このような状況

を反映したものであると考えられる.

-九電子的なコミュニケ-ション手段の普及と発展により,学者による論文の執筆と学術雑

誌への投嵐編集者による論文審査と雑誌編象出版社と代理店による雑誌出版とその流通一図

書館による雑誌購読とその蓄嵐読者による学術情報の利胤という伝統的な学術情報コミュニ

ケ-ションの環に大きな変化が生じている.新たな学術情報コミュニケ-ションの方法を模索し-

多様な取り組みと活発な議論が展開されており,図書館の果たす新たな役割を考えてみる必要が

ある.

2.学術情報コミュニケ-ションの危機

近年の急激な雑誌価格の高騰は,先進諸国におけるインフレ率を造かに上回るペ-スで進んで

おり,図書館の資料購入予算をいくら増額したとしても,これに対応できるものではないoこの

結鼠図書館では多くの雑誌の購読を中止し,この結果さらに雑誌価格が引き上げられるという

悪循環に陥り,学術情報の円滑な流通を脅かす要因となっている.雑誌価格の高騰の原因として

は,新しい学間嶺域が開拓され投稿される論文数が激増していること,学術雑誌を中心とした伝



統的な学術情報の流れが高価で円滑に運用できなくなっていること- -部の大規模な出版社が学

術情報の流れと雑誌価格をコントロ-ルしていること-などが考えられるo -方では-イン夕-

ネットおよび電子出版技術の普及と発展は,学術情報コミュニケ-ションの形態とそこにかかわ

る関係者達の果たす役割を変化させ,新たな課題と可能性を投げかけたo

3.研究図書館の動き
JL

3. 1 コンソ-シアムの形成

複数の図書館および学協会が結束し,共通の課題に対し出版社と協調して間題を解決しようと

する動きが括発になっている.注目されるのは,グル-プ購入による交渉は個別で行う交渉より

もその経済的利益は造かに高いことを武器に,情報拡大と費用対効果に焦点を当てた戦略を展開

していることである.

現在最も括動的であり成功している図書館のコンソ-シアムとしては- OhioLINKぐrhe Ohio

Library and lnformation NetworKl httpニIIwww.ohiolink.eduJが有名であるo
OhioLINKは-

米国オハイオ州内の7 9の高等教育機関と1つの州立図書館が参加するコンソ-シアムであるo

1 9 8 7年にオハイオ州高等教育理事会に図書館審議委員会が設置され-ここからOhioLINKの

構想が生まれた. OhioLINKは参加各施設とその利用者に対して-多種多様な情報資源と電子情

報ヘのアクセスを提供している.特に,電子ジヤ-ナルについては-グル-プでのライセンス契

約を結ぶことにより,個々の契約に比ベ5 0%から7 5%もの価格引下げを実現しているo各施

設が単独では実現困難な有利な条件で契約を結び-経費節減を図ると同時に参加各施設で利用で

きる電子ジヤ-ナルの数を著しく増加させている.

わが国におけるコンソ-シアムの形成については-平成1 2年3月にAcade血c Press社

IDEALを対象としてJIOC伽U Oapan IDEAL Open CopnsortiumMationalUniversitylが結

成され, 1 7国立大学等が参加した.この活動の経緯を踏まえ-平成1 3年度には国立大学図書

館協議会電子ジヤ-ナル.夕スクフオ-スが組織され,その括動の結果としてEIsevier Science

社ScienceDirect, Springer社uNK Wney社InterScience- Blackwell社Synergyのそれぞ

れについてコンソ-シアムが形成され,それぞれ2 0校から4 0校程度の大学が参加して括動し

ているoコンソ-シアムを形成することにより,出版社との交渉力を強化し,各大学図書館が単

独では実現困難な有利な条件を引き出すことに成功しているが-コンソ-シアムの運営に必要な

マンパワ-を含めた資源をどう図書館側が確保できるかという点など,今後の課題が多く存在す

る.

国際図書館コンソ-シアム連合ICOLC任nternationalCoalition ofLibrary ConsortiaJ

httpIIIwww.1ibrary.yale.edulconsortiaIは全世界の1
6 0以上の国書館コンソ-シアムにより

構成され,共通の利害に関する諸間題について議論する場を提供し-電子情報資源に関する情敵

特に電子出版業者や電子情報提供者の価格設定方針に関する情報等-コンソ-シアムの責任者や

運営組織にとって重要な諸間題に関する情報提供を行っている.ICOLCは2 0 0 1年1 2月に-

statement of Current Perspective and Preferred Practices for the Selection and Purchase of

Electronic lnformation OlttP IIIm.hbrary.yale.edulconsortiaJ200 1currentpractices.htmlを発



表した.これは1 9 9 8年に発表された声明の改定版であり,最近最も重要な進展のあった電子

ジヤ-ナルに関連する,価格設定と購入モデル,電子ジヤ-ナルの利便性の向上長期的なアク

セスと保存について提言を行っている.

3. 2 研究図書館による学術情報の電子的な出版と流通
一

研究図書館が学術情報の電子的な出版と流通について,より積極的かつ重要な役割を果たすベ

く,新しい事業を展開している.学術コミュニケ-ションのプロセスを変革するためのより広汎

で国際的な協同括動を展開するために,オ-ストラリア,カナダ,ヨ-ロツパ,ニュ-ジ-ラン

ド,英臥アイルランド,米国そして日本の研究図書館協議会等が参加する国際学術情報コミュ

ニケ-ション同盟ISCA任nternationalScholarly
r

Communications Amancelの設立が提唱さ
ノ

れた.

最も早期に傑出した成果を示した研究図書館によるプロジェクトは, HighWire

press h,ttpこNhighwire.stanford.edulであろう.学術情報コミュニケ-ションの形態が変貌し

っっある中で,ひときわユニ-クな括動を展開しているのがス夕ンフオ-ド大学図書館である.

HighWire Pressはス夕ンフオ-ド大学図書館のプロジェクトとして出発し- 1 9 9 5年にJBC

oournalof BiologicalChemistry lのサ-ピスを開始して以束学協会系学術雑誌の電子出版事

業を支援している. HighWire Pressは,大学という学術情報の生産者および消費者としての立

場でこの事業を展開しており,パ-トナ-となっている各出版者側も利益よりも学術情報コミュ

ニケ-ションの向上を優先させようとしている.工学,医学分野を中心に3 0 0誌程のサ-ビス

を展開しており,この数は今後着実に増加するものと考えられる. 1 1 0万件以上の記事が提供

されており,多くの雑誌が-定期間経過後には全文を無料で公開していることから, 3 5万件以

上の全文情報に対して無料でアクセスが可能となっている.

学協会系の出版者は,専門性が高く伝統的な分野を中心として優れた雑誌を出版してきたが,

財政的ならびに技術的な基盤が弱く,コンテンツの電子化等の新しい技術に適応できない.そこ

で,米国研究図書館協会ARL仏ssociation ofResearch Libraries httpIIIw-.arl.orglslのプロ

ジェクトの-つとして SPARC tThe Scholarli Publishingand Academic Resources

coalitionJ httpニIIwww.arl.orglsparcIを推進している. SPARCは学術雑誌の出版に関する新

しい間題解決方法を導入し,精密なリンク情報の付加など新しい技術の導入により情報へのアク

セスを拡大し,高品質の情報を低価格で提供することにより, -部の強大な出版社によってコン

トロ-ルされかねない学術情報の流通マ-ケットに競争原理を持ち込むとしている. SR匁RCの

活動において興味深いのは,最新技術の導入を含めた具体的な間題解決手段を提供し,雑誌の出

版方法の革新を推奨していることであるOjeclaring lndependence site

httpニIIwww.arl.orglsparcnjIIJ.さらに-このようにして出版された雑誌の優先的な講読を- 1図

書館が推進することにより,高晶質で低価格な学術雑誌の発刊を支援することを提言しているo

spARCの括動の具体的な産物として, BioOne httpニIlm.bioone.orgIがある. BioOneでは

生物科学関係の雑誌4 3誌が提供されているが,その多くはAlBS仏merican lnstitute of

Biological Sciences lに参加している学協会によって出版されており-その価格は同じ種類の他



の雑誌の1 0-3 0%と低価格である.

4.プレプリントと論文レボジトリ-

インタ-ネットに接続されたサ-バ上に論文レポジトリ-を構築し,学術論文を著者が直接投

稿し,その内容を速やかに公開することにより,学術情報コミュニケ-ションのあり方を革新し

ていこうという動きが活発となっている.

高エネルギ-物理学の領域においては, 1 9 6 0年代から査読を受ける前の学術論文げレプ

リントlを流通させ,情報の流通を促進する習慣があり, 1 9 7 0年代にはプレプリントのデ-

タベ-スがSLACくStanfordLinearAccelerator Centerlにおいて作成されていた. 1 9 8 0年

代には, TeXおよびPos t s c r i p tが論文作成の標準的な環境となり,世界的なコンピ

ュ-タネットワ-クの構築もあり,電子的な手段でのプレプリントの交換が行われるようになっ

た. 1 9 9 1年8月にはLesAlamosNationalLibraqでは,論文の投稿からその公開までの作

業を自動化したプレプリント.サ-バT-e-print archive-- httpIIIxxx.1anl.govIの運用が開始され

た.当初は高エネルギ-物理学領域を主な対象として実験的に運用していたが,短期間に急激に

利用が増加したo現在ではより広い物理学および数学領域の1 5万件以上の論文が蓄積されてお

り,毎年3万件の論文が新たに蓄積され,新たに蓄積される件数は毎年3 5 0 0件程度増加して

いるという.全世界に1 4箇所のミラ-サイトを設置しているが,米国だけでも毎週1 6万ヒッ

トが記録されている.

この成功は,出版社を経ることなしに著者自身がイン夕-ネットに接続されているサ-バを
っF払
し- P-冊

文を投稿し,これが直ちに公開レ,さらに読者が投稿された論文に無料で自由にアクセスするこ

とが可能であれば,非常に多くの利用が発生し,学術情報の流通に大きな変化が生じ得ることを

示した.この結鼠情報の広汎な流通を望む研究者の間では,インタ-ネット上に論文レボジト

リ-を構築し,ここに論文を蓄積し公開することへの関心が高まり,さらに論文審査の方温著

作権のあり九学術情報の流通に必要な費用とその費用を誰が負担するのか,というような議論

にも発展したo

生命科学分野の研究成果をより有効に流通させるためとして, 1 9 9 9年E-biomed

httpIIlm.nih.govlaboutldirectorlpubmedcentralJebiomedarch.htmJが提案されたo

その目的は,生命科学の広い分野にわたる学術文献に対して,迅速に制約無く電子的にアクセス

することを可能とすること,電子的なコミュニケ-ションの可能性により,新しく得られた知見

に関する理解と議論を深めより詳細な情報伝達を促進する手段を構築すること,そして電子的な

出版により学術的な括動の形態を革新することであると理解される.生命科学領域における

--e-print archive--を目指したともいえるこの提案に対し-関係各方面より多大な反響が寄せられ

た.既に存在する学術雑誌や学会の存在も否定しかねないとの意見もあり,議論の結果をふまえ

て当面は学会が出版する雑誌論文のレボジトリとして PubMed Central

httpこIIpubmedcentral.nih.govlがmM tNationalLibrary of Medicine柄のNCBItNational

center for Biotechnology lnformationJにより運用されることになったo

生命科学ならびに医学領域の文献を自由にアクセス可能とするために学者が興味ある行動を起



こしている. PLS くPubhc Library of Sciencel httplllpubliclibraqofscience.orglは数多くの

雑誌に発表されその利用には多くの制約がある科学論文を,統合し,リンク付けし,検索可能と

し,インタ-ネット上の新しい公共科学図書館を構築するた申に括動するとしているoさらに学

術コミュニケ-ションを変革するのであれば,学者が学者自身と公共の利益のために,自ら非営

利的な出版事業に取り組む必要があるとしている. 2 0 0 1年8月にPLS-は, OpenLetterを発

表した.学術雑誌の出版社の適正な利益は確保されるべきであるが,学術的な研究と発見の記録

を永続的に保有するのは出版社ではなく公共であり, -国際的な情報ネットワ-クを介して自由に

アクセスされるべきであると主張している.また,雑誌出版後6ケ月を経過後は, PubMed

centralなどの論文レポジトリーを介して,論文の内容に無制限にアクセスできることに合意す

る学術雑誌のみに対して,論文の樹乱論文審査やエデイタ-,および雑誌講読を行うとしてい

る.この提案に対して,世界中の多くの学者が賛同の意を表しているo

BioMed Central httpこIIwww.biomedcentral.comノ はイギリスのCu汀ent Scien占e Groupに

ょり運営されており,特徴ある電子出版サ-ビスを提供している. BioMed Centralの特徴は,

生物.医学分野の査読された論文の全文を無料公開していること,冊子体を対応版をもたない完

全なオンラインジヤ-ナルを5 0誌以上発行していること, PubMed CentralとPubMedに連

携していること,投稿された論文の著作権は著者にあること, FIOOOfactorという独自の論文評

価システムを採用していること,などがある.

多くの学間領域においてプレプリントを流通させることへの機運が高まり,プレプリントに対

応した下記のような論文レボジトリ-が運用されている.
.

CogPrints http二IIcogprints.soton.ac.ukl

認知科学領域に関する論文レボジトリ-

eprints.org http..IIm.eprints.orgIのソフトウエアを使用

. ClinMed NetPrints httpINc止nmed.netprints.org瓜ome.dtl

臨床医学.健康科学領域に関する論文レポジトリ-
.

chemistry Prepirnt Server httpこIlm.chemweb.comJpreprint7urlIICPS

化学領域に関する論文レボジトリ-

5.電子的な学術情報の流通を促進するリンク付けの技術

電子ジヤ-ナルを含めた電子的な学術情報の利便性の向上については,リンク付けの重要性が

認識されるべきである.リンクの多様性とリンク付けの許容能力の大きさがサ-ピスの決め手に

なると予測している.独占的あるいは縦割り的ではなく,異なったシステム間相互で運用可能な

リンク付けの技術の採用が望まれる.複数の異なったサ-ビス提供者間をまたぐ引用文献リンク

の拡大は,利用者にとっては福音であり,今後のこのようなリンク機能の優劣が生き残ることが

できるサ-ピス提供者を決するとも考えられるo

crossRef httpニIIwww.crossref.orgIは,引用文献相互のリンクにより電子ジヤ-ナルヘ付加

価値を付与し,利用者に対して短時間で多くの情報を得ることを可能とする仕組みである.世界

の主要93出版社.学会が参加し, 5 5 0 0誌程度の電子ジヤ-ナルにおいてこの仕組みが提供



されるようになっている. Cr.ssRefのサ-ピスは,文献を同定するキ-となるDOI Ojigital

objectldentifierJtこより実現されている.各出版社臥雑誌を出版する際に-各文献毎にメ夕デ

-夕を作成し所在のURLとあわせて,これをCrossRefのメ夕デ-夕.デ-夕ベ-スに登録し

DOIを付与する.さらに,その文献で引用されている個々の論文について,所定の方式でCrossRef

のメ夕デ-夕.デ-夕ベ-スを検索し,当該論文のDO工得ることにより,引用文献ヘのリンクを

張ることが可能となる.この結果多くの場合はマウスのクリック1つで関連論文にアクセスでき

るようになるo DOIはIDF任nternationalDOI Foundation httpニIIwww.doi.orglにより規定

されており,その技術的な裏づけはHandle System払t軒IIwww.handle.netJの成果によってい

る. Cr.ssRefはDO工が最初に実用化された例である. CrossRefはP工工A くPu仙sbers

lnternationalLinkingAssociation, Inc. 1が運用している.

openuRL http二mibraw.calteph.eduJopenurlは-単独の情報提供サ-ピスでは実現できな

い拡張された機能を,他の情報提供サ-ピスとのリンク付けにより実現すること,そしで情報の

利用者の裁量によって多彩なリンク付けを可能とするための仕組みである. OpenURLに対応す

る情報提供サ-ビスでは,参照される情報に関するメ夕デ-夕と同定用のインデックスを送信す

るためのt.h..kHを付加し,この--hook-,の機能を利用者が用いることにより,その他の情報提供サ

-ビスに必要な情報が転送され,そこで新たな情報提供機能が実現される.この門hook門の機能を

使って他のどの情報提供サ-ピスを利用するかということを,予め利用者の環境等に応じて設

定することが可能となっているため,たとえば図書館においては利用できるリソ-スに合わせて

リンク環境を容易に構築することができる. OpenURLに対応した情報提供サ-ビスは現在増加

中であり, OpenURLに対応した最初の製品としてSFX ht軒IIwww.aleph.co.ius朗が提供さ

れているo

oAl くOpen Archives lnitiativeJ httpIIIwww.openarchives.orgIは-環境の異なったシステ

ム間で電子化された情報を相互に効率よく流通させるために必要となる標準規格を作ることを推

進している.情報コンテンツに関するメ夕デ-夕を流通させるためHTTP-baseのOju Metadata

Harvesting Protocolを定めている.このProtocolに対応したサ-バを所定の手続きで登録し公

開すると,情報提供サ-ビスをする側はこのProtocolに従って登録されたサ-バよりメ夕デ-夕

を取得し,これを基に付加価値のあるサ-ビスを提供することが可能となるoこの0AlProtocol

は, Z39.50などに比ベると簡明でシステムに実装しやすいo個人や組織が独自に論文レポジトリ

を設置し,たとえばプレプリントなどの学術情報を蓄積.公開するような場合に,他の情報提供

サ-ビスからの検索あるいはリンク機能等と連携し,蓄積された情報を広汎に流通させることが

容易となる.また,このような仕組みを作ることにより,長期間の安定した情報蓄積と提供の仕

組み,分散して構築することも容易となると期待される.



6.参考サイト

学術情報コミュニケ-ションの行方に関する議論は真っ最中であり,情報技術の発展はその議論

の行方に刻々と変化をもたらしている.この現在進行形の議論の内容を追うために以下のサイト

は有用である.

. nature webdebateこFuture e-access to the prlmaryliterature
書

httpニIlm.nature.comlnatureldebatesle
-accesslindex.htmi

また,多少古いものの比較的読みやすく議論の論点を理解しやすいサイトとして以下のものが

あるので参照されたい.

. Journals Onhe PubMed Centraland Beyond

HMSBeagle September3, 1999 . Issue61

httpこIInews.bmn.com瓜msbeagle16 11viewptsloverview

. Freedom oflnformation Conference

The impact ofopen access.on biomedicalresearch

July 6th-7th 2000, New YorkAcademy ofM6dicine

httpニIIwww.biomedcentral.comJinfoIconference.asp


